
未来につなぐ森林づくりに向けて
（市町村主体の森林整備の推進）

Topics

　森林は、国土の保全、水源のかん養などの様々な働きで私たちの暮らしを支えています。こうした

働きを十分に発揮し、また、次の世代にもその恵みを継承していくためには、適切な手入れにより健

全な森林を守り育てていくことが必要です。

　特に、国際的な課題である地球温暖化防止に向けては、間伐などの森林整備により、森林による温

室効果ガスの吸収量を増加させる取組が不可欠です。

　林野庁では、こうした森林整備を着実に進めるための安定的な財源確保に向けた税制改正要望を

続けてきたところですが、昨年12月に決定された「平成29年度与党税制改正大綱」において、「市町

村が主体となった森林整備等の財源に充てるための森林環境税（仮称）の創設に向けて、平成30年度

税制改正において結論を得る」こととされたところです。

　ここでは、なぜ今「市町村を主体とした森林整備」なのかということについて、現場における森林整

備を巡る課題を踏まえ紹介します。

■ 森林所有者の経営意欲の低下（今後の林業経営の意向） ■ 森林所有者の不在村化
森林所有者の４人に１人が不在村、その５
人に１人は相続時に何も手続きをしていな
い。（森林所有者の約20人に１人）

※2005農林業センサス

 森林の所有者のうち、
 相続時に何も手続きを
 していない                   

17.9%

※	 国土交通省（平成 23 年 農地・森林の不在村所有
者に対するインターネットアンケート）

※	 調査時点では、森林法に基づく森林の土地の所有
者の届出制度は未施行

不在村者 24％
県内

保有森林面積
1,343 万 ha

在村者
76％

県外

図１

経営規模の拡大・拡充を
図りたい

現状の経営規模を
維持したい

経営規模を
縮小したい

林業経営をやめたい 山林は保有するが、
林業経営は行うつもりもない

無回答

資料：農林水産省「林業経営に関する意向調査」（平成23年） ［単位：%］
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「無回答」は回答者なし

1.7

「経営規模の拡大・拡充を図りたい」は回答者なし
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森
林
整
備
を
巡
る
課
題

　

木
材
価
格
の
低
迷
が
続
き
、
森
林
を
育
て
て
も
十
分

な
収
入
を
得
ら
れ
ず
、
手
入
れ
の
費
用
も
出
せ
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
自
ら
の
森
林
に
関
心
を
失
っ
た
所
有
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
村
の
過
疎
化
や
、
相
続

登
記
が
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
所
有
者
自
体
が

分
か
ら
な
い
森
林
や
、
境
界
が
不
明
確
な
森
林
も
発
生

し
て
い
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
森
林
整
備
を
進
め
る
上

で
の
大
き
な
障
壁
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。【
図
１
】

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
市
町
村
な
ど
に
森
林
を
寄
付
し

た
い
と
い
う
所
有
者
も
い
ま
す
が
、
境
界
確
定
や
維
持

管
理
の
費
用
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
あ
ま
り
受
け
入
れ

が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
・
林
業
行
政
を
担
う
市
町
村
の
体
制

も
決
し
て
十
分
で
は
な
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
状
態

が
進
め
ば
、放
置
さ
れ
る
森
林
が
増
加
し
、森
林
の
様
々

な
働
き
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
　
　

課
題
解
決
に
向
け
て

　
　
　

〜
市
町
村
の
役
割
強
化
〜

　

今
後
、
人
口
減
少
や
世
代
交
代
、
不
在
村
化
等
の
進

展
に
よ
り
、
こ
う
し
た
課
題
は
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
対
応
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
所
有
者
が
自
発
的
に
森
林
整
備
を

行
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
現
在
の
施
策
で
は
限
界
が
あ

り
、
ま
た
、
森
林
所
有
者
や
境
界
の
確
定
と
い
っ
た
仕

事
は
、
民
間
に
よ
る
取
組
や
働
き
か
け
だ
け
で
は
進
め

る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
現
場
に
最

も
近
い
公
的
な
組
織
で
、
現
在
、
林
地
台
帳
に
よ
り
所

有
者
情
報
の
整
備
を
進
め
て
い
る
市
町
村
の
役
割
を
強

化
し
、
新
た
な
仕
組
み
に
よ
る
森
林
整
備
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
自
然
的
・
社
会
的
条
件
が
悪
い
な
ど

の
理
由
か
ら
、
所
有
者
等
に
よ
る
自
発
的
な
手
入
れ
が

見
込
め
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
①
市
町
村
が
公
的
な
立

場
か
ら
直
接
所
有
者
等
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
、
②

所
有
者
が
不
明
な
森
林
を
含
め
、
市
町
村
自
ら
間
伐
等

を
実
施
す
る
こ
と
、
③
寄
付
等
に
よ
り
公
有
林
化
し
て

管
理
を
行
う
こ
と
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、併
せ
て
、

④
林
務
行
政
の
体
制
が
弱
い
市
町
村
へ
の
支
援
と
し

て
、
自
治
体
同
士
の
連
携
や
、
地
域
の
林
業
技
術
者
の

活
用
等
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。【
図
２
】

　

林
野
庁
と
し
て
は
、
今
後
、
地
方
自
治
体
等
の
意
見

も
伺
い
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
市
町
村
が
主
体
と
な
っ

た
森
林
整
備
の
新
た
な
仕
組
み
の
具
体
化
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
市
町
村
の
取
組
を
安
定
的
に
支
え

る
財
源
と
し
て
、
国
民
の
皆
様
に
一
定
の
ご
負
担
を
お

願
い
す
る
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
を
創
設
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

既
に
、
地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
森
林
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
林
野
庁
と
し

て
も
、
こ
う
し
た
が
ん
ば
る
市
町
村
を
応
援
し
、
全
国

で
そ
の
よ
う
な
取
組
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
来
月
以
降
、
本
誌
に
お
い
て
も
、
様
々
な
市
町

村
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

図２

市町村の役割強化等の方向性　（新たな仕組みの検討）

■ 市町村が主体となった森林整備

　①市町村から直接の働きかけ

手放したい場合

　②間伐等の市町村実施

　③寄附による公有林化を進め適正管理

　④地域における民間の林業技術者の積極的な活用等による支援体制の整備

■ 市町村への支援体制の整備

自発的な取組が見込めない森林

急傾斜、林道整備の予定無し 等

所有者・境界が不明確で
多大なコストを要する森林

所有者が不確知な森林
増加

無関心な所有者 等
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